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〈
令
和
７
年
８
月
現
在
〉

155

上野美農里の会 / P5

中郷地区

市之瀬
地名

パノラマ遊花の里

潮騒響く玉ねぎの里　篠原

朝比奈

坂部

茂畑

大賀茂

久米田

浮橋

深良地区

山田川自然の里
三島箱根西麓地区

奥藁科・大川

～竜ヶ石山～西四村の里

田原地区

はるやま21

浮島

夢むら井田

上佐ヶ野わくわくの里

とんぼの里岩井
和地ふるさと会

ひずるしい鎮玉 花桃の里

一の宮の里
天方

そばの里づくり佐久間

カカシ祭りの里 新野

滝沢・滝ノ谷

殿

日本一のだいだいの里
 「多賀」

大淵笹場

岩本山とかりがね堤を守る邑

内房の里

東町

吉田たんぼ東山口・西山口 

地域いきいき共生！ 
恩地町環境みどり会
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26

今神倶楽部

富士山のふもとの郷を
守る邑

韮山金谷

十足

奈良本

方ノ上

足久保

縁結びの村くのわき

ほっと龍山

玉川

沼田ロマンチック街道

そよかぜ広場
諸井里山の里

上野美農里の会

丹那

いずのやね茅野

歴史と自然が奏でる里山 三倉

水見色

柚野の里

清水区西里

下大沢

湯日

夢未来くんま

加瀬沢

河津桜とねはんの里 沢田

清沢

横地城跡保全の会
らびりんすゆうとう

白糸の里

本郷

石部赤根田村百笑の里

日本一の水わさびの邑

上長窪地区

ささま

新所水とみどりのプロジェクト

大沢地区

梅ヶ島

宇久須

天子ヶ岳の里

丸子 / P5

小瀬戸 / P10

千框の棚田 / P9

伊豆月ヶ瀬梅の里

水窪地区

岩田

羽鮒の里 / P3

御前崎市北東部に位置する比木にて撮影された１枚。
夏の夕暮れに、山の緑と満開のひまわりの黄色が映
えています。比木のひまわり畑には、例年多くの人
が訪れています。
第 10 回静岡県農村の魅力フォトコンテスト（夏）
入賞作品　
「御前崎市×ひまわり畑」　
撮影者：手塚光次

表紙 /御前崎市比木

46
Summer

羽鮒の里
（富士宮市）

丸子
（静岡市駿河区）

千框の棚田
（菊川市）

小瀬戸
（静岡市葵区）

2025

03

05

07

11

09

10

13

フォトコンテスト

伊豆市
第10回静岡県農村の魅力フォトコンテスト（夏）入賞作品「水田アートその後」　
撮影者：＠heqiang_nj

知事顕彰・連合奨励賞邑紹介

　日本一高い富士山や日本一深い駿河湾など、変化に富んだ
地形と清らかな水に恵まれた静岡県は、農作物や水産物の品
目数において全国トップクラス。この豊かな食材を生産する
県内の農山漁村には、棚田や茶畑といった美しい風景に加え
て、古くから伝わる伝統が息づく地域それぞれの「宝（資源）」
があります。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」とは、地域の宝を大切に
思い、それを守り、次世代につなげていこうとする人々が集
まって、真摯に活動を行う理想の農山漁村として「ふじのく
に美しく品格のある邑づくり」連合が認定した地域（邑）です。
平成 24年度に 35 市町の 45 地域が認定されたのを皮切りに、
毎年登録数が増え続け、令和 7年 8月現在で 155 の地域が名
を連ねています。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」は、深い山々に囲まれた
山間地の集落から、周囲が市街地化された農園まで、その個
性は様々です。
　周辺環境だけにとどまらず、規模の大小、文化や歴史、特
産品や名物など、155 の地域にはそれぞれに特徴があり、県
全域で多彩で多様な魅力を形成しています。
　また、そこで活躍する人々も魅力的です。自分たちの地域
を愛し、活動に誇りを持つ人たちの自信に満ちた姿は、訪れ
る人にとって、忘れられない「美しい思い出」となるはずです。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」の詳しい情報は連合の
ホームページにあります。魅力的な場所、地域
の特産品、参加できるイベント情報なども掲載
されているので、まずは気になる邑を訪ねてみ
ましょう。



　

羽
鮒
山
の
ふ
も
と
に
広
が
る

「
羽
鮒
の
里
」
は
、
富
士
宮
市
の

南
端
、
旧
芝
川
町
に
あ
た
る
地
域

に
位
置
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
芝

川
か
ら
引
か
れ
た
「
羽
鮒
用
水
」

が
、
今
も
変
わ
ら
ず
田
畑
を
潤
し

て
い
ま
す
。

　

羽
鮒
で
は
、
平
成
12
年
か
ら
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制

度
を
活
用
し
、
集
落
協
定
の
も
と

農
地
保
全
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
担
い
手
が
「
羽
鮒
の
里
」

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
で
す
。

　

代
表
の
後
藤
良
行
さ
ん
は
、「
羽

鮒
の
宝
は
、
先
代
が
残
し
て
く
れ

た
手
彫
り
ト
ン
ネ
ル
の
用
水
路
で

す
」
と
語
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に

掘
ら
れ
た
と
い
う
こ
の
用
水
路

は
、
幅
約
1.5
メ
ー
ト
ル
、
全
長
お

よ
そ
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
山
中
を

抜
け
、
す
べ
て
の
圃
場
へ
と
水
を

導
き
ま
す
。
邑
を
支
え
る
渡
邉
公

孝
さ
ん
は
「
こ
の
用
水
が
な
け
れ

ば
、
羽
鮒
の
農
業
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
守
り
、
次
代
へ
つ
な
ぐ
の

が
私
た
ち
の
責
任
で
す
」
と
言
葉

を
添
え
ま
す
。

　

こ
の
営
み
は
、
子
ど
も
た
ち
へ

も
引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
芝

富
小
学
校
の
児
童
を
招
い
て
行
う

農
業
体
験
教
室
で
は
、
田
植
え
や

羽鮒の里

富士山の湧水を引く用水路が山中をめぐり、里山の田んぼを潤し続ける。
その清らかな流れのもと、米づくりに加えて始まったそば栽培が、羽鮒の未来を耕していく。

はぶなのさと

富士宮市

車／新東名「新清水インター」から約 20分
電車・バス／ JR身延線「芝川駅」から宮バス（芝富線・
稗久保線など）に乗車、「坂本」または「香葉台」
バス停下車、徒歩 5～10分

稲
刈
り
を
は
じ
め
、
収
穫
し
た
米

で
お
に
ぎ
り
を
作
っ
た
り
、
卒
業

式
で
赤
飯
を
ふ
る
ま
っ
た
り
と
、

20
年
以
上
に
わ
た
り
交
流
を
続
け

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
は
、
少
子
化
の
影

響
で
体
験
の
規
模
も
縮
小
。
長
ら

く
小
学
校
の
た
め
に
使
っ
て
い
た

園
場
の
一
部
が
遊
休
農
地
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
新
た
な
挑
戦
と
し

て
始
ま
っ
た
の
が
「
そ
ば
づ
く
り
」

で
し
た
。

　

３
年
前
か
ら
は
、
メ
ン
バ
ー
11

人
で
夏
に
種
を
ま
き
、
秋
に
収
穫
、

先代からの手掘り用水路が育む
羽鮒の棚田とそばづくり

羽鮒では、古代米の「赤米」
や「黒米」、朝採れ野菜など、邑の

恵みを丁寧に育てています。お米は昔な
がらの天日干しにこだわり、風味豊かに仕
上げているんですよ。地元農家による「野菜
クラブ」が JA広場や郵便局で直売しており、
毎回あっという間に完売する人気ぶり。人
が集い、笑顔が交わる羽鮒の直売所へ、

ぜひ足を運んでみてください！

羽
鮒
の

“お
いし
い” が集まる、憩いの直売所へ

福岡県柳川市出身。24 歳のときに静岡県富士宮市へ
移住し、奥様とのご縁で羽鮒に暮らし始める。定年
退職後は専業農家として、お米と野菜づくりに励む。

後藤 良行さん
   ご  とう    よしゆき

冬
に
は
そ
ば
打
ち
を
楽
し
む
と
い

う
循
環
が
少
し
ず
つ
定
着
。
11
月

に
は
「
そ
ば
祭
り
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
規
模
は
小
さ
い
も

の
の
、「
参
加
し
た
い
」
と
の
声

が
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
水
は
け
の
課
題
な

ど
も
あ
る
中
で
、「
ゆ
っ
く
り
で

も
、
確
実
に
。
い
ず
れ
は
皆
さ
ん

を
ご
招
待
で
き
る
よ
う
に
」
と
後

藤
さ
ん
は
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

手
彫
り
の
用
水
路
が
支
え
る
羽

鮒
の
田
園
風
景
。
静
か
な
水
音
に

包
ま
れ
て
、
そ
ば
の
花
が
風
に
揺

れ
る
季
節
が
、
ま
た
ひ
と
つ
羽
鮒

の
里
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

芝富小の児童が田植えから稲刈りまで、米づ
くりを体験。

水田の法面には彼岸花が植えられ、棚田とともに四季折々の景観が守られている。

❶

見に
来て
!

富士宮市の羽鮒山山頂近くにある展望台。標高約300mの小高い丘
から、富士山の稜線と田園風景を一望できます。林道から徒歩 5分
ほどでアクセスでき、地元の人や写真好きに静かな人気です。

富士山と羽鮒を見晴らす

羽鮒山展望台

場所／富士宮市羽鮒
問い合わせ／富士宮市観光課 0544-22-1155
駐車場／簡易駐車スペースあり（1～2台分）

●

散策
に来
て!

富士宮市羽鮒の里山にある静かな池。源頼朝が富士川の合戦へ向
かう途中、柳の枝を箸にして使い、逆さに差した枝が根づいたという
「さかさやなぎ伝説」が伝わります。のどかな田園風景に囲まれ、散策
にもおすすめです。

源頼朝の伝説が息づく

羽鮒池

場所／富士宮市羽鮒
問い合わせ／富士宮市観光課 0544-22-1155
駐車場／簡易駐車スペースあり（1～2台分）

●

羽鮒の風土を生かし、そば栽培にも試行錯誤
で取り組んでいる。

お話を伺ったみなさん。
左から後藤良行さん、渡邉公孝さん、渡辺 常勝さん、佐野久さん。

用水路の整備や草刈りなどは、羽鮒で生きるみなさんが
協力して行っている。



　

東
海
道
二
十
番
宿
と
し
て
知
ら

れ
る
「
丸
子
」
は
、
古
く
か
ら
旅

人
を
迎
え
て
き
た
歴
史
の
あ
る

邑
。
柴
屋
寺
や
誓
願
寺
、
と
ろ
ろ

汁
の
老
舗
に
、匠
の
技
が
光
る
「
駿

府
匠
宿
」
な
ど
、
文
化
と
暮
ら
し

が
寄
り
添
う
邑
と
し
て
親
し
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
で
「
住
ん

で
よ
し
、
訪
ね
て
よ
し
」
の
邑
を

目
指
す
の
が
、「
丸
子
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
で
す
。

　

地
域
の
課
題
に
住
民
主
体
で
向

き
合
お
う
と
、
約
80
の
団
体
が
集

い
、
２
０
０
６
年
に
発
足
。
な
か

で
も
注
力
し
て
い
る
の
が
、
耕
作

放
棄
地
の
再
生
、
外
出
困
難
者
の

支
援
、「
丸
子
川
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
」

の
整
備
と
い
う
３
つ
の
柱
で
す
。

　

耕
作
放
棄
地
再
生
で
は
、
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
茶
畑
を
整
備
し
、

そ
ば
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
栽
培
。
親

子
で
の
農
業
体
験
を
通
じ
て
、
地

域
の
自
然
や
食
へ
の
関
心
を
育
ん 歴史と文化が息づく「丸子」では、観光と福祉を軸にした取り組みが広がっている。

耕作放棄地の再生や詩まつりを通して、「住んでよし、訪ねてよし」の実現を目指す。

静岡市駿河区丸子出身。「丸子まちづくり協議会」
理事長。地域防災や学校教育など幅広い分野で
地域活動に携わってきた。現在は「住んでよし、
訪ねてよし」のまちを目指し、耕作放棄地の再
生や福祉支援、文化事業など多方面でまちづく
りを推進中。

近藤 武 さん

「おさだの村の詩まつり」
は今年で 13回目を迎えました。

子どもたちが詠んだ短歌や川柳、ユー
モアあふれる四コマ漫画など、約 2600
点の応募の中から選ばれた作品が、丸子川
沿いにずらりと掲示されています。散歩し
ながら読むと、思わず笑ったり、ほろりと
したり。地域の温かさに触れられるこの
道を、ぜひ歩いてみてください！

で
い
ま
す
。
ま
た
、
放
任
竹
林
を

手
入
れ
し
て
竹
チ
ッ
プ
を
製
造
。

家
庭
の
生
ご
み
と
混
ぜ
て
堆
肥
化

す
る
な
ど
、
循
環
型
の
取
り
組
み

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
福
祉
車
両
「
ち
ゃ
ー
丸

１
号
・
２
号
」
は
、
高
齢
化
が
進

む
地
域
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
存

在
。
通
院
が
困
難
な
方
を
対
象
に

無
償
で
運
行
さ
れ
て
お
り
、「
コ

ロ
ナ
禍
以
降
、
タ
ク
シ
ー
が
激
減

し
、
地
域
に
無
く
て
は
な
ら
な
い

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、
理

事
長
の
近
藤
武
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

ま
た
、
文
化
の
継
承
と
地
域
愛

の
醸
成
を
目
的
と
し
た
「
お
さ
だ

の
村
の
詩
ま
つ
り
」
で
は
、
小
中

学
生
か
ら
短
歌
や
川
柳
、
四
コ
マ

漫
画
な
ど
を
募
集
。
入
賞
作
品
は

「
丸
子
川
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
」
沿

い
に
展
示
さ
れ
、
来
訪
者
の
心
を

和
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
「『
楽
し
か
っ
た
』『
助
か
っ
て

丸子
まりこ

静岡市駿河区

車／東名高速「静岡インター」から約 15分
電車・バス／ JR静岡駅から静鉄バス 中部国道線
（丸子営業所行き）「丸子営業所」バス停下車

い
ま
す
』
と
い
っ
た
声
が
届
く
た

び
、
取
り
組
ん
で
よ
か
っ
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
」。
そ
う
話
す
近

藤
さ
ん
だ
が
、
継
続
に
は
人
・
物
・

金
が
不
可
欠
で
、
担
い
手
不
足
が

悩
み
の
種
。
定
年
延
長
の
影
響
で
、

地
域
活
動
へ
の
参
加
が
70
代
か
ら

と
い
う
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
今
後
は
、
梅
や
野
菜
づ
く
り

も
取
り
入
れ
、
農
業
体
験
を
通
し

て
関
心
を
持
つ
若
者
を
増
や
し
た

い
」。
若
い
世
代
を
巻
き
込
み
な

が
ら
、「
ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド
」
は

こ
れ
か
ら
も
歩
み
を
止
め
る
こ
と

な
く
続
い
て
い
き
ま
す
。

こんどう たけし

“住んでよし、訪ねてよし” を合言葉に
邑ぐるみで進化する丸子の挑戦

「
丸
子川

ふれ
あい
ロード」で心あたたまる散策を！

丸子宿場まつり
【2月下旬開催】

江戸時代の宿場町のにぎわいを再現し
た、歴史と文化の祭典。とろろ汁や地場
産品の屋台が並び、通りを練り歩く「姫様
道中」などのパフォーマンスで丸子のま
ちが華やぎます。地域住民が一体となり、
毎年約5千人の来場者でにぎわいます。
⚫ 場所／旧東海道 丸子宿周辺
（静岡市葵区丸子）
　 問い合わせ／０９０－２１８１－５０２０
（実行委員長  鈴木 静夫）

明治9年に開通した全長約250mの手掘
りトンネルで、国内初の民間による有料ト
ンネルとしても知られています。丸子宿と
岡部宿をつなぐ生活道路として長年親し
まれ、現在も徒歩で通行可能。レンガと
石積みの質感が残り、明治時代にタイム
スリップしたような趣を味わえます。

遊び
に来
て!

遊び
に来
て!

大正ロマンの趣が残る

明治のトンネル

場所／静岡市駿河区宇津ノ谷
問い合わせ／054-259-2311
（丸子まちづくり協議会）

●

室町時代に創建された、東海道丸子宿ゆ
かりの古刹。風格ある山門や苔むした庭
園が美しく、地元では“癒やしの空間”と
して親しまれています。江戸時代の俳人・
与謝蕪村の句碑が残るほか、大阪冬の陣
に関わった歴史上の人物・片桐且元が滞
在したことでも知られています。

苔むす山門と静けさに心ほどける

誓願寺

場所／静岡市駿河区丸子5665
問い合わせ／054-259-8611
（誓願寺）

●

通院や買い物など、外出が困難な人を支える福祉
車両サービスを地域で運行。

耕作放棄地を整備してそばを栽培。6月に種をまき、10月に収穫、12月には親子でそば打ち体験
を行う。毎年約20人が参加する人気の取り組み。

お話を聞かせてくれたのは、右から理事長の近藤武さん、福祉部会の
藤原由美子さん、防災部会の片井賢一さん、

◀ 地域の話題を届ける広
報誌「丸子カフェ」は年4回
発行。活動の様子や出来事
を継続して発信し、発行号
数は50号を超える。

伐採した竹を集め、1本ずつ粉砕機にかけて竹粉
にし、竹チップは長田西自治会館にて販売。

丸子のマスコットキャラクター「ちゃー丸くん」
は、地元ゆかりの漫画家・ごとう和先生がデ
ザイン。福祉車両や広報誌など、地域のさま
ざまな場面で活躍中。



令和6年度受賞邑のご紹介令和6年度受賞邑のご紹介

遊び心を交えた「地域の絆」づくり

下大沢
しもおおさわ

下田市

連合奨励賞 知事顕彰

連合奨励賞 知事顕彰

連合奨励賞 知事顕彰

●車／東名高速道路沼津ＩＣより
国道 414号線を南下
●電車・バス／伊豆急行線伊豆急
下田駅→南伊豆東海バス大沢口行
き→大沢口下車

水と緑に囲まれた豊かな邑　～人々の暮らしを未来につなぐ～
丘陵や山林に囲まれ、山々からの清流と
豊かな湧水によって作られた美しい田園
風景が広がる浮橋。まちづくり実行委員
会を中心に流しそうめん等のイベントや
東京都の小学校との農業体験を行うなど、
地域内外との交流が盛んです。環境への
意識が高く、有機農法に取組む企業や農
家等、担い手も増加。地元市場での農産
物販売や地産小麦を活用した商品開発が
地域経済の発展に貢献しており、これら
持続可能な地域づくりが評価されました。

浮橋
うきはし

伊豆の国市

●車／東名高速道路 沼津 ICより
伊豆中央道　大仁中央 ICから伊
東方面へ約 25分
●電車・バス／伊豆箱根鉄道修善
寺駅より中伊豆東海バスで約 30
分　浮橋停車所下車

跡継世代に贈る　自然遺産づくり

夢むら井田
ゆめむらいた

沼津市

●車／伊豆中央道　伊豆長岡 ICか
ら県道沼津土肥線経由で約 35分

雄大な山々に広がる茶畑と梅並木　地域で作り守ってきた梅の里
梅ヶ島は標高 1,000m の自然豊かな地に
位置し、歴史ある温泉郷や美しい景観が
魅力です。梅や紅葉の植樹による景観づ
くり、無形民俗文化財の継承、梅まつり
等のイベントによる他地域との文化交流
などに地域全体で取り組んでいます。世
界農業遺産の「静岡水わさび」、お茶、温
泉などの地域資源を活用しており、若者
や移住者による和紅茶・コーヒー生産や
サウナ開設など、魅力的な地域づくりが
進められていることが評価されました。

梅ヶ島
うめがしま

静岡市葵区

●車／新東名新静岡 ICより
約 50分
●電車・バス／ JR静岡駅より、
静鉄バス梅ヶ島温泉行き「梅ヶ島
温泉」バス停下車

地域活性化と都市の交流を図る「縁側カフェ」

大沢地区
おおさわちく

静岡市葵区

●車／東名高速道路 静岡ＩＣよ
り 約 40分
新東名高速道路 新静岡ＩＣより 
約 30分
●電車・バス／ＪＲ静岡駅（しず
てつバス安倍線横沢行）「大沢入
口」下車徒歩 20分

竜ヶ石山の自然とともに、いきいきとした地域づくり
竜ヶ石山周辺では、荒廃していた白橿の
棚田が地域住民により復田され、国の「つ
なぐ棚田遺産」に認定されました。棚田
からは浜松市街や遠州灘の絶景が望め、
水辺ではホタルが飛び交います。企業や
大学等、多様な主体との連携を積極的に
進め棚田を保全。年間 20 万人以上が訪れ
る竜ヶ岩洞は、地域農産物販売や雇用創
出などで地域経済を支えています。都市
に近い立地と豊かな自然を生かした魅力
的な地域づくりが評価されました。

下大沢では、「山里会」が中心となり、祭
りの運営やユニークな交通標識づくりな
どを通して、地域の絆づくりに取り組ん
でいます。かつて大人中心だった祭りは、
子どもも楽しめるよう創意工夫を重ねた
結果、地域外に出た子や孫の世代も参加
するようになり世代間交流も生まれてい
ます。「下大沢ブログ」で地域の出来事や
災害情報を発信し、情報共有と活性化に
貢献しています。遊び心を取り入れた特
徴ある地域づくりが評価されました。

井田地区では、むらおこし実行委員会を
中心に民間企業と協力して植栽活動を実
施しており、令和５年には菜の花畑が「ぬ
まづの宝 100 選」に選ばれました。現在
は U ターン定住や移住者の増加を図るた
め、井田松江古墳群周辺での植栽活動の
ほか、富士山や駿河湾、明神池を一望で
きる絶景スポットである井田花海山公園
の整備を進めています。景観づくりに積
極的に取り組み、企業との協働活動が継
続的に行われていることが評価されました。

大沢地区では、平成 25 年から地域全 23
戸の協力で、香り高い自園自製のお茶を
提供する「縁側カフェ」を運営しており、
利用者の利便性向上のため通販サイトや
電子決済を導入し、時代に合わせたサー
ビス改善を図っています。また、静岡農
業高校の生徒の受け入れや、首都圏での
イベント出店など、地域や世代を超えた
交流・取り組みが行われています。こう
した地域活性化のための新たな取り組みが
他の模範となるとして、評価されました。

～竜ヶ石山～
西四村の里
～りゅうがしやま～にしよむらのさと

浜松市浜名区

●車／新東名高速道路
　「浜松いなさ IC」から車で
約 10分
●JR 浜松駅より遠鉄バス「奥山
高原行き」で約 50分
「竜ヶ岩洞入口」下車、徒歩 5分
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。
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千框の棚田
菊川市

車／東名高速 相良牧之原イン
ターから約 10分
電車・バス／ JR 静岡駅から静鉄
バス安倍線（横沢行き）「大沢入
口」下車、徒歩 20分

新たな取り組みで地域を盛り上げる邑びとを紹介します。
今回は「千框の棚田」の事務局長、堀 延弘さんに話を聞
きました。

駿府城公園の石垣に使われた石が、どこ
から来たのかを考えたことはあります
か。1607 年、徳川家康の命により駿府
城の大改修が行われました。1970 年、
郷土史家・小野田護氏と小瀬戸の農家・
戸崎富作氏によって、駿府城公園に使用
された石にある大名の刻印が小瀬戸の石

切場にもあることが発見されました。石切場では、痕跡が残っ
ている岩を見学するため、地域の方々が整備している山道を約
20分歩きました。石切場に到着し、石にある楔の穴を見た時は、
まるで時代をさかのぼっ
ているような気持ちにな
りました。山道を歩くだ
けでも大変だったため、
当時の人たちはどうやっ
て石を切って駿府城まで
運んできたのか気になり
ました。

小瀬戸の石切場

今回は静岡市にある小瀬戸という邑へ取材に行ってきました！首都圏と中京圏を
結ぶ新東名高速道路の静岡 SA 建設時の調査で、この歴史深い邑には弥生時代か
ら人が住んでいたことが判明しました。現在の住民が小瀬戸の文化と歴史を未来
につなぐために頑張っている姿に、感動しました。

小瀬戸
こぜと

静岡市葵区

車 /新東名静岡スマート ICより約 5分

ステンドグラス工房サンクラフツに
て、キャンドルホルダー作り体験もし
ました。最初はどのような題材をガラス
で表現するか迷いましたが、講師の藤原さん
の御指導のもと、様々な色や形のガラスを組み合
わせていくと、イメージが湧いてきて、いつの間にか夢中になっ
ていました。私たちは富士山をテーマに作成しましたが、同じ
テーマでも全く異なる作品になりました。お互いの作品をみて
「こういう組み合わせもあるんだ！」と驚き、この体験の面白さ
を感じました。自分のアイデアをカタチにし、創造力を思いき
り発揮できます。年齢を問わず、だれでも楽しめる体験です。

ステンドグラスに夢中

小瀬戸には安倍城の支城である小瀬戸
城址や、竜爪山と重なっている富士山
「重ね富士」の美しい景色も楽しめます。
また小瀬戸神社で地域の信仰に触れ、
クローバーフィールドで自然とつなが
り、地元のお祭りを通じて文化も体験
することができます。

魅力いっぱい小瀬戸

小瀬戸の住民から人生における新しい視点も学びました。今ま
で「山を使う」ことに対してネガティブな印象がありましたが、
正しく使われれば人の利益だけでなく、人間、山、動物がより
よい形で共生できると知りました。また、今回の取材でお世話
になった方々の中には、元々小瀬戸出身ではない方も多くいらっ
しゃいましたが、皆小瀬戸の未来のために頑張っています。彼
らや「小瀬戸の文化と歴史を未来につなぐ会」などのようなコ
ミュニティの存在は、まさに、小瀬戸の地域資源を守り次の世
代へ受け継ぐ光です。 
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せんがまちのたなだ

岸・ミレナ けい子

静岡県企画部多文化共生課国際交流員

（右）【ブラジル】

デレヨン・ロイス （左）【フィリピン】

堀 延弘
千框の棚田

さん事務局長

目と心を満たしたあとには、空腹を満たすごちそうが待ってい
ました。古民家カフェ「コゼット」では、アットホームな雰囲
気を感じました。小瀬戸では蕎麦の栽培をしており、店長の永
野さんが旬の山菜の天ぷらと一緒に提供しています。今回は私
たちが取った茶葉のほか、外国人にはあまり名前を知られてい
ないような山菜の天ぷらを抹茶塩と一緒に堪能しました。もち
ろんお茶もかかせません。古民家カフェコゼットさんの「びわ
の葉茶」、丸高農園さんの半発酵茶とほうじ茶と 3 種類もお茶を
楽しみました。香りのこだわりを感じられ、非常に美味しかっ
たです。緑風堂さんの「石切場をモチーフにした練り切り」も
いただきました。石切場の歴史を感じられますね。

地域のごちそうを満喫

静岡大学棚田研究会の学生たちと作る一夜限りの「あぜ道アート」。

発足から昨年度までに延べ3,000人超が棚田の保全活動に参加。

夕日に映える千框の棚田

昭和40年頃までの棚田

せ
ん
が
ま
ち

うどんや蕎麦まんじゅう
もあります！

にんじん、れんこん、茶葉、しょうが、
ふき、ゆきのした、ヨモギがあります。

テーマ：富士山

禊の穴



フォトコンテスト
入 賞 作 品 発 表
# しずおかむらたび冬 2024

訪れてみたくなる、過ごしたくなる、
農 村 の「食」、「文 化」、「人 々」の
写 真・投 稿 を 募 集 し ま し た。

「農村で見つけた冬のきらめき」

冬のテーマ

静岡県
農村　魅力

第10回

の

7/1

応募期間

9/30Tue ～ Tue

2025 年 7 月 1 日（火）から夏のフォトコンテ
スト開催中です！
応募期間は 9 月 30 日（火）まで。皆様からの
多数の応募をお待ちしております！

今回のテーマは、
「農村の一瞬を、永遠に」です。

#しずおかむらたび 夏 2025作品募集中！

詳しくは
「むらサポ」
instagram
アカウント
をチェック！

金太郎産湯の里湯船 蛭ケ谷

（富士宮市 平成棚田）
撮影者 :uav.photo さん
撮影時期 : 令和 7年 1月

「雪積もる棚田の朝」
（富士宮市北山）
撮影者 : senganmonさん
撮影時期 : 令和 5年 2月

「朝どれ野菜」

（森町）
撮影者 : heqiang_nj さん
撮影時期 : 令和 6年 12月下旬

「頼もしい後継ぎ」
（富士市木島）
撮影者 : pchan.icon803 さん
撮影時期 : 令和 6年 12月

「みかんの収穫最盛期」
（島田市抜里）
撮影者 : a.ogachaman さん
撮影時期 : 令和 7年 1月 24日

「癒しの風景」
（御殿場市山之尻）
撮影者 : 今野 剛典さん
撮影時期 : 令和 7年 1月 26日

「絶景用水路」
（牧之原市蛭ケ谷）
撮影者 : 小沢 大介さん
撮影時期 : 令和 7年 2月

「厳冬の神事」
（小山町湯船）
撮影者 : 前田　修さん
撮影時期 : 令和 7年 1月 11日

「近代的な段々畑とどんど焼き」

（三島市三ツ谷新田）
撮影者 : 勝又 守洋さん
撮影時期 : 令和 4年 12月 7日

「冬の風物詩」
（三島市 箱根西麓）
撮影者 : 遠藤 寛信さん
撮影時期 : 令和 6年 2月 14日

「箱根西麓ステージ」
（浜松市中央区篠原）
撮影者 : 加茂 正喜さん
撮影時期 : 令和 7年 2月 4日

「豊作」

（河津町）
撮影者 :ekiho3__pc さん
撮影時期 : 令和 7年 2月中旬

「春の訪れを告げる河津桜並木」
（富士市大淵笹場）
撮影者 : otnky321 さん
撮影時期 : 令和 7年 1月上旬

「霜降る茶畑越しの富士」
（浜松市中央区伊左地町）
撮影者 : 余吾 国雄さん
撮影時期 : 令和 7年 1月 3日

「新春の日射し」
（磐田市敷地）
撮影者 : 小栗 進さん
撮影時期 : 令和 6年 12月 5日

「干し柿つくり最盛期」

白糸の里三島箱根西麓地区三島箱根西麓地区潮騒響くたまねぎの里篠原

第11回静岡県農村の魅力フォトコンテスト

抜里

大淵笹場河津桜とねはんの里 沢田敷地村



10月中旬

田原小学校１、２年生がさつま芋掘り体験を行います。

磐
田
市

田原地区

さつま芋掘り体験【見学のみ】

磐田市三ケ野地区 田原小学校南側
田原みどりの会 事務局 鈴木卓伯
0538-35-4269（田原交流センター）

7月27日(日)～9月7日(日)
御
殿
場
市

沼田ロマンチック街道

沼田ブルーベリー狩り園
開園

御殿場市沼田 112
ロマンチック街道　沼田直売所
0550-78-6473

毎月第3日曜9時～9時30分
浜
松
市

恩地町環境みどり会

恩地町みどり朝市

恩地町公会堂広場
駐車場有 無料恩地町環境みどり会 見野

053-426-2888

地産地消「新鮮・安全・安～い」
出品者対面販売

浜松市中央区恩地町 443

毎月開催イベント

2025
令和 7年

Summer

September9

Jul. Aug. ７.8

食べ放題を楽しめるブルーベリー狩りを今年も開催します。

９月１３日(土）～15日（祝）
浜
松
市

夢未来くんま

アルプホルンセミナー

浜松市天竜区熊 旧熊中学校・大地野周辺

事務局　大平　 053-929-0636

アルプホルンセミナー開催受講生募集

9月下旬

富士市立東小学校の５年生が稲刈り体験を行います。

富
士
市

はるやま２１

稲刈り体験

富士市西船津南 26番地
富士市伊豆農協須津営農経済センター
0545-30-8380

9月（予定）

天城連山後方より昇る満月の下、和楽を楽しむ。

伊
豆
市

伊豆月ヶ瀬梅の里

お月見コンサート

伊豆月ヶ瀬梅林
伊豆月ケ瀬梅組合
0558-85-0480

伊豆市月ヶ瀬 763-2

入園料 600円（小学生以上）

１０月4日(土）、5日(日）
松
崎
町

石部赤根田村百笑の里

石部棚田収穫祭

石部の棚田
松崎町企画観光課
0558-42-3964

石部地区の棚田で稲の収穫祭を行います。

９月７日（日）10時～
菊
川
市

こがね色の里

田んぼアート菊川 2025収穫祭

菊川市下内田 4261-１付近
田んぼアート菊川実行委員会
090-7049-3108
0537-35-0936（菊川市商工観光課）

老若男女問いません。田んぼアートのお米の収穫を行います。
暑いので水分を持ってきましょう。

参加費 500円（保険料、昼食代、お土産代）
荒天の場合中止
汚れてもいい服装で参加、参加者の住所確認あり

駐車場有

駐車場無料　参加費 20,000 円

October10

入場料（未定）　　駐車場無料

１０月中旬～１１月上旬
藤
枝
市

殿ふるさと会

コスモスまつり

殿地区の水田 (佐口海戸 )
藤枝市岡部観光案内所 054-667-6060

休耕田 2.4ha にコスモス畑中心に物産販売、体験切り花
※17、18、19日は龍勢イベントのためコスモス畑へは入ること
ができません。

駐車場　車１台に付き協力金 300円

1０月中旬 ８：３０～ １０：００（予定）

さつまいもの収穫を親子で体験

浜
松
市

村櫛地区

アグリキッズ 農業体験（さつまいもの収穫）

浜松市中央区村櫛町内
村櫛地区環境保全対策協議会むらちゃネット
053-488-0800
駐車場有（無料）日時は電話でお問合せ願います。

11月中旬

田原小学校３年生が、大豆の収穫体験を行います。

磐
田
市

田原地区

大豆の収穫体験 【見学のみ】

お越しいただく皆様へのお願い

開催日時や内容は、余儀なく変更・中止される場合がございますのであらかじめご了承ください。

November11

MAP

8月10日（日）11日（祝）

棚田周辺の草刈りを実施。草集めが主な作業です。

伊
豆
市

いずのやね茅野

草刈り

伊豆市茅野棚田周辺
はちくぼ会 代表 山本宗男
090-2268-7989
参加費：昼食込 : 大人 1,500 円 / 小学生 1,000 円要予約参加費あり     駐車場有 

9月20日（土）、21日（日）９：００～１３：００

新米３種セットの販売・３種むすびセットの販売　田んぼの
生き物探検隊・新米クイズ・稲刈りなど

掛
川
市

とうもんの里

新米まつり

とうもんの里総合案内所 掛川市山崎２３３
ＮPO法人とうもんの会 0537-48-0045

9月14日（日）、15日（祝）

個人・親子で稲刈り体験を行います。
はちくぼ会会員募集中

伊
豆
市

いずのやね茅野

稲刈り

10月4日（土）
藤
枝
市

滝沢・滝ノ谷

秋祭り

八坂神社

054-645-1100

市指定文化財の神楽を奉納する。大人だけでなく小学
校高学年の女の子たちも参加する。

藤枝市滝沢 1320

藤枝市役所 スポーツ文化観光部 文化財課

10月中下旬
裾
野
市

パノラマ遊花の里

富士山すそのパノラマロード
コスモスまつり

裾野市須山地先

裾野市パノラマロードを花でいっぱいにする会
事務局（裾野市農林振興課内）担当：山井
055-995-1823

（コスモスの開花時期に合わせて開催予定のため、日時未決定）

パノラマ遊花の里（ヘルシーパークすその入口付近）

パノラマ遊花の里では、6月中旬にコスモスを播種し、9月
下旬から 10月中下旬には満開となり、見頃を迎えます。見
頃の時期に、当会と (一社 ) 裾野市観光協会の共催でコスモ
スまつりイベントを開催します。
観光協会会員による飲食ブース、ジャンボふわふわ、お楽し
み抽選会をコスモスに囲まれた中で実施する予定です。
また、写生大会も実施し、写生したはがきは特製のポストに
投函して、参加者全員のご自宅にお届けします。

参加費無料　　無料駐車場有 

11月29日（土）9時～正午

野菜の品評会と販売を行います。里山遊びもできます！

三
島
市

山田川自然の里

収穫祭

山田川自然の里 管理棟前広場
山田川ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ研究会事務局
（三島市 農と食のまちづくり課内）
055-983-2652

8月23日（土)午後６時～
藤
枝
市

殿ふるさと会

虫送り

殿地区の水田
藤枝市岡部観光案内所
054-667-6060

子供達が１００本の大松明に火を着け害虫を寄せ付け駆除

伊豆市茅野棚田周辺
はちくぼ会 代表 山本宗男

参加費：昼食込 : 大人 1,500 円 / 小学生 1,000 円
090-2268-7989

9月20日（土）、21日（日）

個人・親子で稲刈り体験を行います。
はちくぼ会会員募集中

伊
豆
市

いずのやね茅野

稲刈り

伊豆市茅野棚田周辺
はちくぼ会 代表 山本宗男

参加費：昼食込 : 大人 1,500 円 / 小学生 1,000 円
090-2268-7989

10月4日(土）～5日（日）
森
町

天方

アクティ森ワンダフルイベント

森町体験の里 アクティ森

0538-85-0115

愛犬と一緒に楽しめるイベントです。

周智郡森町問詰 1115-1
森町体験の里　アクティ森

9月27日（土）、10月4日（土）各日9時30分～正午

稲刈りのお手伝いと稲運びを体験できます。

三
島
市

山田川自然の里

棚田づくり応援隊 秋の陣

山田川自然の里 棚田
山田川ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ研究会事務局（農と食のまちづくり課内）
055-983-2652
要事前申込（三島市の広報等に申込詳細掲載）

9月下旬

田原小学校 5年生が、稲刈り体験と脱穀体験を行います。

磐
田
市

田原地区

稲刈り・脱穀体験

磐田市三ケ野地区 田原小学校東側
田原みどりの会 事務局 鈴木卓伯
0538-35-4269（田原交流センター）

【見学のみ】

10月4日（土）13時～10月12日（日）15時
御
前
崎
市

カカシ祭りの里　新野

第 24回新野カカシ祭り

新野川右岸（大橋下流）　新野地区センター西側

新野地区センター内 新野未来塾事務局
0537-86-2024

新野川の堤防沿いに並んだカカシを見ながら歩く。
来場者の投票によって、最優秀賞、優秀賞、入賞を決定。

御前崎市新野 789-1
駐車場 新野公民館（無料）　 参加費無料

10月12日（日）、13日（祝）

個人・親子で稲刈り体験を行います。
はちくぼ会会員募集中

伊
豆
市

いずのやね茅野

稲刈り・脱穀

伊豆市茅野棚田周辺
はちくぼ会 代表 山本宗男

参加費：昼食込 : 大人 1,500 円 / 小学生 1,000 円
090-2268-7989

１０月１８日（土)午後12時～
藤
枝
市

殿ふるさと会

朝比奈大龍勢

殿地先 常設櫓

藤枝市岡部観光案内所
054-667-6060

朝比奈地区 13連の保存会による昼・夜の龍勢の打ち上げ

シャトルバス・有料桟敷有り

磐田市三ケ野地区 田原小学校南側
田原みどりの会 事務局 鈴木卓伯
0538-35-4269（田原交流センター）

要予約参加費あり     駐車場有 

10月25日（土）、26日（日）９：００～１３：００

会員作品展・お抹茶を楽しもう・あきかぜコンサート・
もったいない市

掛
川
市

とうもんの里

文化まつり

とうもんの里総合案内所 掛川市山崎２３３
ＮPO法人とうもんの会 0537-48-0045

10月25日（土）、26日（日）
森
町

三倉

許禰神社例祭

森町三倉地区

0538-85-6316

二輪屋台が勇壮なお囃子に合わせ巡行し、山合の街道が賑わいます。

森町観光協会

11月23日（日）9時30分～
浜
松
市

夢未来くんま

秋の棚田を歩こう　

浜松市天竜区大栗安 棚田周辺

事務局　石打　　053-929-0636

棚田を散策・棚田米を使って竹筒ご飯づくり・しめ縄づくり

駐車場無料　参加費 2,000 円

11月2日（日）
森
町

天方

アクティ森ワンダフルイベント

森町体験の里 アクティ森

0538-85-0115

愛犬と一緒に楽しめるイベントです。

周智郡森町問詰 1115-1
森町体験の里　アクティ森


	mura_cover
	mura01_02
	mura03_04
	mura05_06
	mura07_08
	mura09_10
	mura11_12
	mura13_14

